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Ｂ-2．月刊誌「素形材」令和 9年(2027年)1月号 掲載原稿募集のご案内 

 

Ｃ．素形材業界関連－募集・トピックス－【●●☆●】 

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

Ｃ-1．第 16回基礎講座「プレス加工現場の金型材料の基礎知識」（10/15開催）  New★ 

                      【一般社団法人日本金属プレス工業協会】 

Ｃ-2．第 196回塑性加工学講座＜Web開催＞「板材成形の基礎と実践 ～基礎編～」New★ 

                        【一般社団法人日本塑性加工学会】 

Ｃ-3．第 25回表面処理分科会例会「マグネシウム合金の腐食対策と表面処理技術」New★ 

                      【一般社団法人日本マグネシウム協会】 

Ｃ-4．第 188回全国講演大会のご案内       【公益社団法人日本鋳造工学会】 

Ｃ-5．オンライン教育講座「材料組織弾性学の基礎と応用」 

                          【公益社団法人日本金属学会】 

Ｃ-6．サーモ・スタディ 2026（宮城）のご案内 

 「熱処理テクニックの基礎と新しい熱処理技術」【一般社団法人日本熱処理技術協会】 

Ｃ-7．2026年度ものづくり中小企業のための支援策勉強会＜パート１＞ 

【一般財団法人大阪科学技術センター】【独立行政法人中小企業基盤整備機構 近畿本部】 

Ｃ-8. サーモテック 2026【第 9回国際工業炉・関連機器展】 

                          【一般社団法人日本工業炉協会】 

Ｃ-9．第 2回 DX工場見学会「Ｊマテ.カッパープロダクツ㈱・㈱カワイ精工」 

                      【一般社団法人日本金属プレス工業協会】 

Ｃ-10．第 366回塑性加工シンポジウム 

   「塑性加工を支える金型・プレス設備寿命向上技術に関する最新動向」 

    ＜対面＋Web：ハイブリッド開催＞    【一般社団法人日本塑性加工学会】 

Ｃ-11. 新たな“ものづくり”の可能性を探る－国内初の鋳造関連専門展 

   「Foundry Tech + Expo 2026」開催のお知らせ   【一般社団法人日本鋳造協会】 

Ｃ-12．2026年度粉末冶金講座のご案内      【一般社団法人粉体粉末冶金協会】 

 

Ｄ．素形材産業政策関連－トピックス・募集等－【●●●☆】 

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

Ｄ-1．統計                            【経産省】New★ 

Ｄ-2．健康経営の中小企業への裾野拡大に向けて「中小企業支援者向け健康経営の推進支援 

   ハンドブック」を作成しました                  【経産省】New★ 



 

Ｄ-3．業種別のノウハウが直感的にわかる「省力化ナビ」に 5業種を追加しました 

   （省力化・生産性向上をさらに身近に）            【経産省】New★ 

Ｄ-4. SAITAMAロボティクスセンター（仮称）整備について  【埼玉県産業労働部】New★ 

                         

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ａ．素形材センター事業トピックス【☆●●●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-1．素形材技術研修講座「鋳鋼の生産技術」のご案内 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 鋳鋼に関する基礎から応用として、鋳鋼の溶解の精錬技術、鋳造のための鋳型技術や鋳造 

方案および鋳造欠陥対策そして炭素鋼鋳鋼、低合金鋼鋳鋼、耐食鋼鋳鋼、耐摩耗鋼鋳鋼の材 

質特性、製造技術及び製品用途、また鋳鋼品製造における AIや IoTと言ったデジタル技術 

の活用に至る幅広い内容を網羅しています。受講者としては、現場経験 3～5 年程度の方、 

現場経験は長いけれども、改めて理論的知識を習得したい方などを対象としています。多数 

の方々のご参加をお待ちいたしております。 

 

■日時  11月 11日(水)、18日(水)、25日(水) 、12月 2日(水) 

■プログラム コーディネーター 元㈱アイメタルテクノロジー 山田 聡 氏 

 

11 月 11日(水)   オンライン研修講座 

炭素鋼鋳鋼の材質特性、鋳鋼の溶解及び精錬技術     (株)I2C技研 糸藤春喜 氏 

低合金鋼鋳鋼・ステンレス鋼鋳鋼の材質特性、製造技術及び製品用途 

                          (株)酉島製作所 山田恒二 氏 

 

11 月 18日(水)   オンライン研修講座 

耐摩耗鋼鋳鋼の材質特性、製造技術及び製品用途       秋田大学 麻生節夫 氏 

耐熱鋼鋳鋼の材質特性、製造技術及び製品用途       (株)クボタ 富田雅之 氏 

鋳造品の品質管理について               元㈱アイメタルテクノロジー 山田 聡 氏 

 

11 月 25日(水)   オンライン研修講座 

鋳鋼品の鋳造方案の基礎と鋳型概論         元(株)神戸製鋼所 久保晴義 氏 

鋳鋼品の鋳造方案演習               (株)川口金属工業 松浦雅博 氏 

鋳鋼品製造におけるデジタル技術の活用            Casting Service 菅野利猛 氏 

 

12 月 2 日(水) 午後 工場見学 昭和電気鋳鋼(株) 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3372/202607310937343221.pdf 

 

■センターの技術研修のスケジュールは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/27/ 

 

【問合せ先】 一般財団法人 素形材センター 企画部  e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-2．素形材技術研修講座「鋳型の生産技術」のご案内 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 



 

 鋳型は、鋳物の形状を形づくり、品質をも左右する重要なアイテムであり、その製造工法 

は大きく生型及び特殊鋳型に分類され、使用される材料や造型法が異なります。使われる砂 

や粘結剤などの材料の物性や特徴さらに工法の異なる造型技術の特徴を学ぶことにより、 

良い鋳物を作るための良い鋳型づくりのポイントを習得して頂きます。また、鋳型製作に欠 

かせない模型設計の基礎的概念を学び、鋳物品質を左右する技術を理解して頂くとともに、 

鋳物工場の抱える環境問題に関する基本的技術を理解し、SDGsに対応した考え方を学び、 

実務への対応力を身に付けて頂くことを目的とします。多数の方々のご参加をお待ちして 

おります。 

 

■ 10月 22日(木)、27日(火)、29日(木) （Microsoft Teams を使用） 

■ コーディネーター (公社)日本鋳造工学会 佐藤 和則 氏 

 

10 月 22日(木)  オンライン研修講座 

生型造型法概論       (株)ツチヨシ産業    黒川 豊 氏 

模型設計          (株)ＩＪＴＴ      古里憲明 氏 

鋳物工場の環境問題     新東工業(株)      岡安功史 氏 

 

10 月 27日(火)  オンライン研修講座 

生型造型ラインとその設備  橋本技術士事務所豊橋  橋本邦弘 氏 

特殊鋳型概論        神戸理化学工業(株)   藤原拓也 氏 

 

10 月 29日(木)  工場見学（株）マツバラ 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3286/202606301344427926.pdf 

 

■センターの技術研修のスケジュールは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/27/ 

 

【問合せ先】 一般財団法人 素形材センター 企画部 e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-3．素形材技術研修講座「鋳鉄の鋳造方案技術」のご案内 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 鋳物を作るためには、鋳物の形状をした空洞とそこへ金属溶湯を流し込むための湯道が 

物理的に必要である。この湯道の形状は、鋳造品の大きさや材質、溶湯中のスラグ巻き込み、 

湯回り不良、ガス発生、砂型の膨張など、多くの要因を考慮する必要があります。そこで、 

湯口方案等を設計するための基本原理と設計手順を学んで頂き、鋳鉄の中・小物を対象とし 

た事例、大物鋳物を対象とした事例を解説します。また、コンピューターシミュレーション 

の概要を解説し、活用事例などを学んで頂きます。更に、特殊鋳造法の特徴と鋳造方案につ 

いて学んで頂き、基本的技術を理解し実務への対応力を身に付けて頂くことを目的としま 

す。多数の方々のご参加をお待ちいたしております。 

 

■ 11月 12日(木)、19日(木)、26日(木)、12月 4日(金)  （Microsoft Teamsを使用） 

■ コーディネーター (公社)日本鋳造工学会 佐藤 和則 氏 

 

11 月 12日(木)    オンライン研修講座 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3286/202606301344427926.pdf


 

鋳造方案の基礎          (株)IJTT 古里 憲明 氏 

ねずみ鋳鉄の中･小物鋳造方案    (株)IJTT 古里 憲明 氏 

 

11 月 19日(木)    オンライン研修講座 

大物鋳物の鋳造方案             Casting Service 菅野利猛 氏 

大物鋳物の鋳造欠陥と方案         Casting Service 菅野利猛 氏 

 

11 月 26日(木)    オンライン研修講座 

コンピュータを利用した鋳造方案   クオリカ(株)  木下文昭 氏 

球状黒鉛鋳鉄の中･小物鋳造方案    栗熊技術事務所  栗熊 勉 氏 

特殊鋳造法の特徴と方案           栗熊技術事務所  栗熊 勉 氏 

 

12 月 4 日(金) 工場見学 ㈱クボタ 恩加島事業センター 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3288/202606301353037039.pdf 

 

■センターの技術研修のスケジュールは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/27/ 

 

【問合せ先】 一般財団法人 素形材センター 企画部 e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｂ．素形材センター出版物情報【●☆●●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｂ-1．月刊誌「素形材」令和 8年 8月号（Vol.67,No.8） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【主な掲載内容】 

◆特集 B to Cに挑む素形材企業のビジネス展開 ～鋳造編～ 

◇鋳物技術を“人々の笑顔”へつなぐ挑戦 

 －鋳鉄製ピザ窯「PIZZAEGG」と B to C事業への展開－ 

◇B to Bから B to C へ「自分たちのメシのタネは自分たちで考える！」 

◇銅ダンベルが拓いた B to Cへの道 －Stylish Bronze Dumbbell「環-Kan」－ 

◇B to Bでの基本技術の蓄積が B to C製品の自信に繋がる！ 

◇素形材技術の可視化戦略としての B to C展開 －キャステムの新たな価値創出モデル－ 

◇伝統の鋳造技術から唯一無二のブランドに 

 －老舗鋳物メーカーが発信する新たな事業 “錫工芸品”－ 

◆技術 TREND 

 アルミニウム素材のアップグレードリサイクルに向けた不純物除去技術 

◆TOPICS 

 「人とくるまのテクノロジー展 2026 YOKOHAMA」の報告 

 

他、文献速報、素形材工業生産実績などを掲載 

 

■バックナンバーも含め、下記よりお申込みいただけます。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/ 

 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3288/202606301353037039.pdf
https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/


 

【申込み・問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 業務部 

e-mail:gyoumu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｂ-2．月刊誌「素形材」令和 9年(2027年)1月号 掲載原稿募集のご案内 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◆◇◆掲載は無料です◆◇◆ 貴社の素形材技術・製品のＰＲにご活用ください！ 

 

月刊誌「素形材」2027年１月号に特集「わが社の素形材新技術/新商品最前線」を 

今年度も企画しました。 

◇自社で開発(他社、他機関との共同も含む)されたあるいは実用化された素形材技術、 

 現場改善または製品について、開発の目的、内容及び成果を紹介してください。 

◇「当社ではこんなこともできる」といった自社の技術自慢も対象とさせていただいて 

 おりますので、あわせてご検討ください。 

■掲載の仕様は１テーマ・１ページ（図表、写真含む）で、１社３テーマまで 

 掲載できます。 

■応募締切は【10月 23日】です。 

■また本特集の掲載を経由して、次年度の素形材産業技術賞へのご応募も可能です。 

 素形材センターが応募書類の作成をお手伝いします。 

【応募方法】 

応募方法の詳細・応募用紙等は、下記をご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/detail=1/b_id=482/r_id=200 

 

【お問合せ・原稿提出先】 

一般財団法人素形材センター 業務部 E-mail：gyoumu@sokeizai.or.jp 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｃ．素形材業界関連－募集・トピックス－【●●☆●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-1．第 16回基礎講座「プレス加工現場の金型材料の基礎知識」（10/15開催）  New★ 

                      【一般社団法人日本金属プレス工業協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 本基礎講座は今年の 8、9月開催の「被加工材料」編に続く「金型材料」編です。本講座 

では、プレス加工の 3要素（被加工材料、金型、プレス機械）のうち、金型材料を対象にし 

て、実際に使われる各種金属の性質や特徴について学ぶべき基礎を習得できるようになる 

ことを目指します。 

材料の性質を知るための基礎として、結晶組織など微視的な金属組織に立ち入った知識も 

含めて、プレス加工で生じる問題や注意点と関連づけて各種材料について紹介します。 

講義は昨年度の実績を踏まえ、平易を心がけ時間を取りながら、丁寧に分かりやすく進める 

ことをめざします。 

金型材料については材料規格の JISに関する知識の習得も含みます。 

受講者は基本的に実務経験が 2、3年程度あり、加工技術の基礎知識となる基本の材料知識 

の幅を広げたい、学び直したいと考えている現場／営業技術者も含めた技術者・実務者を対 

象にします。 

※今年度は、「被加工材料」編と「金型材料」編に分けて開催します。 

皆様のご参加をお待ちしております。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/detail=1/b_id=482/r_id=200
mailto:gyoumu@sokeizai.or.jp


 

 

◆日 時：2026年 10 月 15日（木）13:00～17:00 

◆開 催：オンライン ※参加用 URLは開催 1週間前を目途に別途ご案内いたします 

◆参加費：主催及び協賛会員：11,000円（税込） 

     一      般：22,000円（税込） 

     ※対象：実務経験が 2、3年程度ある現場、営業技術者も含めた技術者・実務者 

◆定 員：30名（先着順）※定員になり次第締め切ります 

◆締 切：2026年 9月 25日（金） 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://jmsa1964.com/news/20260617_3413/ 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-2．第 196回塑性加工学講座＜Web開催＞「板材成形の基礎と実践 ～基礎編～」New★ 

                        【一般社団法人日本塑性加工学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 高品質の板材プレス製品を高能率で生産するためには、板材のプレス成形に関する基礎 

理論からその適用技術に至るまでの広範囲の知識が必要になります。本講座は板材のプレ 

ス成形に関する業務に携わって間もない方や、理論を学び直したい方、塑性加工の研究室で 

勉強されている大学院生を対象に、板材成形に関する基礎理論と各要素技術を分かりやす 

く講義します。またテキストは演習問題事例が掲載されていて、講義の後、聴講者が復習で 

きるよう工夫されています。 

 なお本講座で基礎を学びたい方、実業務に従事しその適用事例を学びたい方のそれぞれ 

のニーズに対応するため、基礎編，実践編に分け，それぞれ 2日間の講義をおこないます。 

実践編は 11月 26,27日に開催予定です。 

 

◆日 時：2026年 10 月 19日（月)～20日（火） 

◆会 場：Web開催。最新の情報は学会ホームページでお知らせします。 

◆定 員：50名（定員になり次第締切ります） 

◆締 切：2026年 10 月 9日 17時 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://www2.jstp.jp/event/event.php?mode=detail&id=1578 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-3．第 25回表面処理分科会例会「マグネシウム合金の腐食対策と表面処理技術」New★ 

                      【一般社団法人日本マグネシウム協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 マグネシウム合金は実用金属中で最軽量、優れた振動吸収性などの特性により、軽量化ニ 

ーズの高い輸送分野、電気機器分野を中心として使用されていますが、耐食性に課題のある 

金属材料です。本講演会は、マグネシウム合金の腐食メカニズムや化成処理などのコーティ 

ング手法、実際の表面処理事例により、マグネシウム合金の腐食対策を学べる内容となって 

おります。この機会に是非ご参加ください。 

 

◆日 時：2026年 10 月 9日(金)13：20～16：45 

◆会 場：機械振興会館 B3-1 

◆参加費：主催及び協賛会員：12,000円（税別） 

https://jmsa1964.com/news/20260617_3413/
https://www2.jstp.jp/event/event.php?mode=detail&id=1578


 

     一      般：20,000円（税別） 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 http://magnesium.or.jp/events/2026-10-9-2/ 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-4．第 188回全国講演大会のご案内       【公益社団法人日本鋳造工学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 9月 25日(金)から 28日(月)までの間、函館工業高等専門学校(北海道函館市)を主会場に 

して、オンライン配信とハイブリッド形式で、研究発表講演会ならびに下記の行事を開催い 

たします。多数ご参加くださ いますようご案内申し上げます。 

 

◆期 間：令和 8年 9月 25日（金）～28日（月） 

◆会 場：函館工業高等専門学校 

 

■詳 細：下記 URLをご覧下さい。 

 https://jfs.or.jp/gyouji/188taikai/ 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-5．オンライン教育講座「材料組織弾性学の基礎と応用」 

                          【公益社団法人日本金属学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 不均一な応力場・ひずみ場および弾性エネルギー場を記述可能なマイクロメカニックス 

の理論体系は、固相における相変態・組織形成および各種欠陥等の理解に極めて有益です。 

さらにフェーズフィールド微視的弾性論は、マイクロメカニックスの数理を、任意形態の材 

料組織へ適用するために整備された計算理論体系です。 

 さらにこれら一連の解析手法は、複合材料のマクロ的な諸特性解析(熱拡散、物質拡散、 

電気伝導、透磁率など)へ広く横展開可能です。本講座では、基礎理論および複合材料のマ 

クロ特性解析手法について解説するとともに、最近の AIエージェントを援用した近未来の 

材料工学についても触れる予定です。 

 

◆日 時：2026年 9月 28日(月)～29日(火) 

◆会 場：オンライン（Zoom） 

◆申込締切：2026年年 9月 14日(月) 

 

■詳細、申込方法：下記 URL をご覧下さい。 

https://jimm.jp/event/online/2026/group_002.html 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-6．サーモ・スタディ 2026（宮城）のご案内 

 「熱処理テクニックの基礎と新しい熱処理技術」【一般社団法人日本熱処理技術協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 東北大学を会場に「熱処理テクニックの基礎と新しい熱処理技術」をテーマとするサー 

モ・スタディ 2026（宮城）を開催いたします。 

 開催場所である金属材料研究所は、日本における鉄鋼研究発祥の地であるとともに、現 

在でも本セミナーの関係分野における先端研究が行われており、また産学連携への取り組 

みも積極的に推進されています。このような背景から、金属材料研究所との共催とし、10 

月 8日には金属材料研究所の紹介（産学連携の取り組み紹介および本多記念館の見学を含 

http://magnesium.or.jp/events/2026-10-9-2/
https://jfs.or.jp/gyouji/188taikai/
https://jimm.jp/event/online/2026/group_002.html


 

む）を行うとともに、終了後には技術交流会（懇親会）も予定しております。多数の皆様 

にご参加いただきたく、ご案内申し上げます。 

 

◆日 時：2026年 10 月 8日（木），9日（金） 

◆会 場：東北大学 片平キャンパス内 金属材料研究所 2号棟 1階講堂 

◆定 員：約 100名 

◆締 切：2026年 9月 30日 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

詳細 https://jsht.or.jp/wp-content/uploads/2026/04/b2a5603368c4eb6a3bae4a3aaed6d520.pdf 

申込 

https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=YBahmYqg4EqU2KCKdfg_PrlOYv1u

cMpPg51chIoTnbVUN0g3MDNEMExIQ0NaMk9LUjBMWldUREdIMiQlQCNjPTEu&route=shorturl 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-7．2026年度ものづくり中小企業のための支援策勉強会＜パート１＞ 

【一般財団法人大阪科学技術センター】【独立行政法人中小企業基盤整備機構 近畿本部】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省では中小企業の活性化策の一環として、「中小企業の特定ものづくり基盤技術 

及びサービスの高度化等に関する指針」に基づく Go-Tech事業や、新事業進出・ものづくり 

商業サービス補助金などの技術開発支援策が実施されています。 

独立行政法人中小企業基盤整備機構近畿本部でも、新規事業の事業化をはじめとする、中小 

企業をサポートする支援策に種々取り組んでおります。また、当財団でも関西の中小企業振 

興に資する事業や、中小企業技術支援の観点で Go-Tech 等の申請支援や事業支援を行って 

おります。 

 この度、2027年度概算要求案が示される時期に合わせて、これら各種中小企業支援策の 

紹介と申請時のポイントなどを解説することにより、これらの 施策に関心をもって頂き、 

自社技術の高度化にチャレンジされるきっかけとして頂くことを目的に、下記の通り勉強 

会を開催致します。   

 御多忙の節とは存じますが、万障繰り合わせの上、ご参加賜りますよう ご案内申し上げ 

ます。 

 

◆日 時：2026年 10 月 15日（木） 15：00～16：30（受付開始：14：30～） 

◆会 場：大阪科学技術センター 8階 大ホール 

◆参加費：無料 

◆定 員：200名 

◆お申込み： 

  参加申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸ又はメールにてお申し込み下さい。 

  参加証は発行いたしませんので、予めご了承下さい。 

 

■詳細・参加申込書は、下記 URLをご覧ください。 

 https://www.ostec.or.jp/news/8561/ 

 

【お問い合わせ先】 

〒550-0004 大阪市西区靱本町 1丁目 8番 4号 

一般財団法人大阪科学技術センター 技術振興部 森山、松本 

TEL: 06-6443-5322 FAX:06-6443-5319 ／ E-mail:go-tech-shien@ostec.or.jp 

https://jsht.or.jp/wp-content/uploads/2026/04/b2a5603368c4eb6a3bae4a3aaed6d520.pdf
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=YBahmYqg4EqU2KCKdfg_PrlOYv1ucMpPg51chIoTnbVUN0g3MDNEMExIQ0NaMk9LUjBMWldUREdIMiQlQCNjPTEu&route=shorturl
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=YBahmYqg4EqU2KCKdfg_PrlOYv1ucMpPg51chIoTnbVUN0g3MDNEMExIQ0NaMk9LUjBMWldUREdIMiQlQCNjPTEu&route=shorturl
https://www.ostec.or.jp/news/8561/


 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-8. サーモテック 2026【第 9回国際工業炉・関連機器展】 

                          【一般社団法人日本工業炉協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 TERMOTECは、日本工業炉協会が主催する 4年に 1度の工業炉・熱技術、関連機器の展示 

会です。国内外の工業炉関連企業、研究機関、その他関連企業/団体約 180社が出展するア 

ジア最大規模の展示会です。2022年は 3日間の開催で、約 1万人のご来場者がありました。 

 現在グローバルでカーボンニュートラル（CO2 排出をネットゼロに）をコミットする国が 

増えている中で、日本でも 2020年に「2050年までにカーボンニュートラル、脱炭素社会の 

実現を目指す」宣言がなされました。工業炉は日本全体のエネルギー消費量の 約 18％を占 

めており、脱炭素社会実現に向けて大きな役割を担っています。 

 展示会を通して、最新の 工業炉・関連機器の技術を世界に広く発信する場として、また 

サプライヤー、ユーザー、研究者の皆様の交流の場として、出展各社のビジネスチャンス 

拡大に貢献することを目的としております。 

 ぜひ本展にご来場賜りますようお願い申し上げます。 

 

◆会 期：2026年 9月 9日（水）～11日（金）10:00～17:00（最終日は 16:30 まで） 

◆会 場：東京ビッグサイト 南 1・2ホール 

 

■ご来場登録について：ご来場にはオンラインからの「来場事前登録」が必要です。 

           誠にお手数ではございますが、下記 URLよりご登録をお願い 

           いたします。 

 

   ▼来場事前登録・展示会詳細・出展者情報はこちら 

    https://thermotec.jp.messefrankfurt.com/tokyo/ja.html 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-9．第 2回 DX工場見学会「Ｊマテ.カッパープロダクツ㈱・㈱カワイ精工」 

                      【一般社団法人日本金属プレス工業協会】 

※お申込は、本協会会員と協賛団体会員、協賛企業、開催企業紹介のみとさせていただきます 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 新潟県上越市内で原料溶解・加工・銅合金製品までを一貫製造、DXを推進するＪマテ． 

カッパープロダクツと、精密プラスチック金型の設計・製作・販売に加え、システム開発事 

業を立ち上げているカワイ精工が協力し、培った知識・ノウハウを基に、レガシー化した基 

幹システムの新規開発を行った。 

システム開発の要件定義から始め、デジタル技術を活用した「現場の見える化」「工程間の 

繋がる化」をスモールスタート、そして「基幹システムの更新」、これら一連の取組みは中 

小企業の DX推進のモデルとなろう基幹システム更新の取り組み方、生成 AIの活用方法な 

ど現場を見学しながら学んでいただきます。ぜひご参加ください。 

 

◆日 時：2026年 9月 15日（火）12:30～16:05 

◆見学先：Ｊマテ.カッパープロダクツ㈱ 精機工場 

     ※㈱カワイ精工は上記工場 2階にて展示・説明です 

◆参加費：会員及び協賛団体会員：8,800円（税込） 

◆定 員：40名（先着順）※定員になり次第締め切ります 

◆締 切：2026年 8月 25日（火） 

https://thermotec.jp.messefrankfurt.com/tokyo/ja.html


 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://jmsa1964.com/news/20260706_3502/ 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-10．第 366回塑性加工シンポジウム 

   「塑性加工を支える金型・プレス設備寿命向上技術に関する最新動向」 

    ＜対面＋Web：ハイブリッド開催＞    【一般社団法人日本塑性加工学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 自動車業界では、カーボンニュートラル（CN）や衝突安全の観点から、軽量化や高強度化 

への要求が高まっており、塑性加工分野においても一体化や高強度材料への対応が求めら 

れています。本シンポジウムでは、塑性加工を支える金型・プレス設備の寿命向上に関する 

最新技術やトレンドについて、素材，設備，加工法，DX化といった多角的な視点から探り 

ます。さらに、各分野の専門家とともに業界の課題と展望を議論し、持続可能な日本のもの 

づくりに向けた知見を共有します。 

 

◆日 時：2026年 9月 16日（水）10:00～17:00 

◆会 場：名城大学天白キャンパス 研究実験棟Ⅱ 2階 261多目的室 

◆定 員：対面 40名（定員になり次第締切ります。）Web参加は特に定員はありません。 

◆締 切：2026年 9月 8日 17時 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://www2.jstp.jp/event/event.php?mode=detail&id=1572 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-11. 新たな“ものづくり”の可能性を探る－国内初の鋳造関連専門展 

   「Foundry Tech + Expo 2026」開催のお知らせ   【一般社団法人日本鋳造協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 一般社団法人日本鋳造協会は、2026年 9月 9 日（水）から 11日（金）の 3日間、東京ビ 

ッグサイトにおいて、国内初となる鋳造関連製品・サービスの専門展示会「Foundry Tech + 

Expo 2026」を開催いたします。 

 本展は「E-Mono作ろうよ！」をテーマに掲げ、Ecology（環境への配慮）、Economy（経済 

的価値）、Excellence（技術的卓越性）の三要素を兼ね備えた新たな“ものづくり”の可能 

性を広く発信いたします。現在、製造業全体が大きな転換期を迎えております。本展示会は、 

鋳造メーカーはもちろんのこと、各業界の会員様にとっても、次世代のビジネスを切り拓く 

ヒントが得られる絶好の機会となっております。 

 会場では、いすゞ自動車様、井関農機様、コベルコ建機様、三明機工様といった業界の第 

一線で活躍される企業様による「基調講演」や、出展各社による最新ソリューションのプレ 

ゼンテーションを連日実施いたします。 さらに、アジア最大規模の工業炉・熱技術の展示 

会「サーモテック 2026」と同時開催いたします。両展は相互入場が可能であり、鋳造から 

熱処理まで、包括的なものづくりの最新技術に一度に触れていただけます。 

 新たなビジネス展開や課題解決の一助として、ぜひ本展にご来場賜りますようお願い申 

し上げます。 

 

■ 開催概要 ■ 

◆名 称：Foundry Tech + Expo 2026 

◆会 期：2026年 9月 9日（水）～11日（金）10:00～17:00（最終日は 16:30 まで） 

https://jmsa1964.com/news/20260706_3502/
https://www2.jstp.jp/event/event.php?mode=detail&id=1572


 

◆会 場：東京ビッグサイト 南 4ホール（※サーモテック 2026は南 1・2ホール） 

◆主 催：一般社団法人日本鋳造協会 

■ ご来場登録について ■ 本展へのご入場には、公式ウェブサイトからの「来場事前登録」 

が必須となります。 誠にお手数ではございますが、下記 URLよりご登録をお願いいたしま 

す。 

▼来場事前登録・展示会詳細・出展者情報はこちら 

www.foundrytechexpo.com 
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Ｃ-12．2026年度粉末冶金講座のご案内      【一般社団法人粉体粉末冶金協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 粉体粉末冶金協会では、本年も「粉末冶⾦講座」を開催します。 

本年度は内容を⼀新し、7⽉に「粉末冶⾦⼊⾨講座」(終了)、11⽉に「粉末冶⾦の科学講座」、 

翌年 1⽉に「粉末冶⾦の実⽤・応⽤講座」を開講します。 

 科学講座では、「物理・化学的視点から焼結の原理を深く理解する」をテーマに、全 5講 

義をオンラインで実施いたします。各講義は 130分（途中 10分の休憩を含む）とし、内容 

をじっくり学んでいただける構成としております。特に成形および焼結については、⼊⾨講 

座でご講演いただく講師の⽅々に、基礎的内容に加えて、その背景となる理論や考え⽅につ 

いても詳しく解説していただく予定です。  

 実⽤・応⽤講座では、「実⽤材料および先端材料の最新動向を深く知る」をテーマに、従 

来の代表的な粉末冶⾦材料から最新の研究・技術動向まで幅広く取り上げます。本講座は対 

⾯とオンラインを併⽤したハイブリッド形式で実施いたしますので、講師との直接的な交 

流や質疑応答を希望される⽅は、ぜひ会場での受講をご検討ください。 

 本講座は、企業における社員教育や⼤学での学⽣教育の⼀環として、また次代を担う粉末 

冶⾦技術者・研究者の育成のためにも有益な内容となっております。多くの皆様のご参加を 

⼼よりお待ちしております。 

 

◆日 時：粉末冶金の科学講座 1～5： 

       2026年 11月 6日(金)、13日(金)、20日(金)、27日(金) 、12月 4日(金)  

     粉末冶金実用・応用講座 ： 

       2027年 1月 22日(金) 

◆会 場：科学講座：オンライン（Microsoft Teams ウェビナー） 

     実用・応用講座：対面（京都テルサ）ならびに 

             オンライン（Microsoft Teams ウェビナー） 

 

■詳細、申込方法：下記 URL をご覧下さい。 

https://www.jspm.or.jp/event/20260605 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｄ．素形材産業政策関連－トピックス・募集等－【●●●☆】 
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Ｄ-1．統計                            【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○月例経済報告（令和８年８月） 

 https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/2026/0827getsurei/main.pdf  

http://www.foundrytechexpo.com/
https://www.jspm.or.jp/event/20260605
https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/2026/0827getsurei/main.pdf


 

〇経済産業省生産動態統計速報（７月分） 

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html  

〇製造工業生産予測指数（８月調査） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/yosoku/result-1.html  

〇鉱工業生産・出荷・在庫指数速報（７月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html  

〇鉱工業出荷内訳表・総供給表（７月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/utiwake/b2020_result-2.html  

〇石油統計速報（７月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/sekiyuso/result.html  
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Ｄ-2．健康経営の中小企業への裾野拡大に向けて「中小企業支援者向け健康経営の推進支援 

   ハンドブック」を作成しました                  【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省では、地域の金融機関、商工団体、保険者、自治体等の支援機関が中小企業に 

対して健康経営の普及・推進を行う際に活用できるよう、健康経営の意義や効果をまとめた 

「中小企業支援者向け健康経営の推進支援ハンドブック」を作成しました。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.meti.go.jp/press/2026/08/20260831003.html  
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Ｄ-3．業種別のノウハウが直感的にわかる「省力化ナビ」に 5業種を追加しました 

   （省力化・生産性向上をさらに身近に）            【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 ８月２６日、中小企業庁は、内閣官房が取りまとめる「省力化投資促進プラン」を実行し、 

中小企業・小規模事業者等の人手不足や賃上げ等の課題に対応するため、独立行政法人中小 

企業基盤整備機構（理事長：宮川正 本部：東京都港区）及び関係省庁と連携して、省力化 

や生産性向上への第一歩を踏み出すヒントを提供する支援サイト「省力化ナビ」に、新たに 

5 業種（冠婚葬祭業、ビルメンテナンス業、運輸業（バス・タクシー）、クリーニング業、警 

備業）を追加しました。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.meti.go.jp/press/2026/08/20260826001.html  
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Ｄ-4. SAITAMAロボティクスセンター（仮称）整備について 【埼玉県産業労働部】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 埼玉県では、市場規模拡大が見込まれる「社会的課題解決に資するロボット」開発を支援 

するため、令和 10年度の開所を目指して「SAITAMAロボティクスセンター（仮称）」を整備 

していきます。 

SAITAMAロボティクスセンター（仮称）は、「圏央鶴ヶ島インターチェンジ」に近接した 

場所に整備するため、首都圏や全国への交通アクセスという点で大変優れています。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

https://www.pref.saitama.lg.jp/robotics/center/01.html  

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/yosoku/result-1.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/utiwake/b2020_result-2.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/sekiyuso/result.html
https://www.meti.go.jp/press/2026/08/20260831003.html
https://www.meti.go.jp/press/2026/08/20260826001.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/robotics/center/01.html


 

 

 ■問い合わせ先 

 埼玉県 産業労働部 産業拠点整備推進担当（電話 048-830-3935） 

 

******************************************************************************** 

■「メルマガ素形材」は、基本、毎月２回程度で発行致します。 

  次回をお楽しみに！  

■「素形材業界関連―募集・トピックス等」に掲載ご希望の方は、 

 「１.件名 ２.主催者名 ３.概要 ４.HPリンク先」 

  を記載の上、mail@sokeizai.or.jp までお送り下さい。 

■登録内容の変更、配信停止希望はこちら(メルマガの申込 / 配信停止ページ)から 

 ご連絡下さい。 

  https://www.sokeizai.or.jp/pages/114/ 

■お問合わせ、ご意見、ご感想、また掲載内容のご要望はこちらからご連絡下さい。 

  gyoumu@sokeizai.or.jp 

■メルマガ 素形材は、今回で第４６７号となります。メルマガ素形材は“利用しやすい素 

 形材情報”を目指して発信しています。より多くの方にご覧いただくことで内容の充実を 

 図りたいと思っています。 

 読者の皆様のご意見、ご感想はもちろんのこと、ご関係の方々を当センター事務局にご紹 

 介・ご連絡下さい。 
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■発行元：〒105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8 機械振興会館 1階 102-2号室 

           一般財団法人 素形材センター 

      TEL：03-3434-3907  FAX：03-3434-3698  http://sokeizai.or.jp/ 

******************************************************************************** 

※ドメイン変更による不着メールが多くなっております。ご所属機関のドメインが変わら 

 れた際には必ずお知らせくださいますようお願い致します。 
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